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夏
休
み
を
前
に
し
て
　

　　
夏
休
み
を
前
に
し
て
、
学
校
に
も
慣
れ

て
き
た
一
年
生
の
弟
君
。
お
友
達
と
元
気
に
遊
ん
で
、

ケ
ン
カ
も
し
て
、
目
下
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
た
ま
に
垣
間
見
え
る
繊
細
な
気
持
ち
に
、

親
と
し
て
ド
キ
ッ
と
し
た
り
し
ま
す
。

　
先
日
は
、「
と
う
○
と
、
み
ず
○
と
、
ゆ
う
○
（
三

人
の
友
達
）
し
か
、
オ
レ
の
こ
と
見
て
く
れ
へ
ん
…
」

と
言
っ
て
悲
し
ん
で
い
ま
す
…
。
今
ま
で
、
保
育
園
で

は
た
く
さ
ん
の
先
生
に
見
守
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
友
達

と
交
流
し
て
き
た
時
間
が
、
小
学
校
に
あ
が
っ
て
か
ら

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
？
　
学
校
の
忙
し
さ

に
、
自
分
の
存
在
が
埋
も
れ
て
い
く
不
安
を
感
じ
て
い

る
の
か
な
？
　
環
境
の
変
化
に
対
し
て
自
分
な
り
に
立

ち
向
か
お
う
と
し
て
い
る
彼
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
一
方
、
三
年
生
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
日
曜
日
は
最
近

い
つ
も
仲
の
良
い
お
友
達
の
家
に
一
日
、
遊
び
に
出
か

け
て
い
ま
す（
お
昼
ご
飯
に
は
帰
っ
て
き
ま
す
が
）。「
お

友
達
と
何
を
し
て
る
の
？
」
と
聞
く
と
、「
も
の
ま
ね

の
見
せ
合
い
っ
こ
」な
ん
て
言
っ
て
ま
す
。カ
ワ
イ
イ
！
　

で
も
、
目
の
ふ
ち
に
ア
イ
シ
ャ
ド
ー
が
つ
い
て
い
た
り

し
て
、
親
に
は
内
緒
で
お
化
粧
ご
っ
こ
も
し
て
い
た

（
？
）
よ
う
で
す
。
そ
の
お
友
達
と
は
、「
大
人
に
な
っ

た
ら
、
二
人
で
住
む
ね
ん
！
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
少

し
ず
つ
大
人
の
階
段
を
上
が
っ
て
い
く
感
じ
で
す
か
？

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。

二
人
と
も
ま
た
一
回
り
の
成

長
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

雇
用

の
ヨ

ー
コ

！

子
育

て
の

ヨ
ー

コ
！

困
っ

た
と

き
の

ヨ
ー

コ
！

熱中症に
気をつけて！

山本 陽子 活動ニュース

〈7月 5日教育福祉委員会質疑〉

 中学校給食は、選択できれ  
 ばそれでいい？って……？！
国 は 2005 年に食育基本法を制

定し、2007 年には児童生徒
に対する食生活等実態調査をするな
かで、子どもの「個食」や「欠食」、
栄養のバランスが崩れて肥満傾向等
が見られるなど問題を認識し、2008
年に学校給食法を改正。給食は教育
の一環であることを位置づけました。
　「国が求めている〈学校給食〉とは何なのでしょう？　京都市の
選択制の中学校給食は国が求める〈学校給食〉と言えるのか？」　
……教育福祉委員会で質疑しました。
　これに対して教育委員会は、国の学校給食実施基準は「すべての
児童生徒に対して実施されるもの」と規定されていることを説明し
たうえで、京都市の選択制の給食は「すべての児童生徒が選択可能
である以上、国の基準に合致している」と、述べました。しかし、
教育は選択できればそれですむのか？　学校給食法ではさらに 10
条で、「学校給食を活用した食に関する実践的な指導を行うものと
する」「校長は……学校給食と関連づけつつ食に関する全体計画を
作成すること」とあります。すべての生徒が享受することを予定し
ていない選択制の中学校給食は、法が定める食育の趣旨に合致する
ものでないことは明らかです。完全給食の実施に舵をきるべき！　

と迫りました。
　引き続き、中学校給
食の実現を求める運動
と連帯していきたいと
思います。

〈現場視察をして〉

 三施設の合築化・一体化は
 なんのため？
先 日、地域リハビリテーション推進センター、こころの健康増進

センター、発達障害者支援センター「かがやき」の現地視察に
行きました。
　京都市はいま、京都市立病院の北側に、上記のうちの２施設、地域
リハビリテーション推進センター、こころの健康増進センターに、児
童福祉センターを合わせた三施設の合築化・一体化をすすめようとし
ています。
　本来は、それぞれの施設が市民のみなさんにとって、より使いやす
いものとして機能することがもっとも重要なことです。しかし、一体
化によって、施設の合計面積は減少し、専門家からも三施設合築のメ
リットは定かではない、と指摘されています。要は、合築できれば、
施設の跡地を活用できて、コスト削減がかなう、という理由で一体化
構想が進んでいるのではないでしょうか。
　地域リハビリテーション推進センターでは、高次脳機能障害のリハ
ビリ入院も受け入れて装具の修理もしています。しかし視察をしてみ
た感想として、その役割は十分に発揮しきれていない、と感じました。
また、発達障害者支援センターでは、子どもの発達診断は 2年待ち
と言われているなかで、支援プログラムを受けることについても待機
期間が長くなっています。安定雇用で事業がしっかりすすめられるよ
う充実させることこそ必要です！　行政の公的責任の後退をただして
いきます。


